
　

二
〇
二
五
年
に
は
全
て
の
団
塊
世
代
が
七
五
歳
以
上
と
な
り
、
医
療
・
介
護

ニ
ー
ズ
が
急
増
す
る
。
二
〇
一
八
年
の
「
惑
星
直
列
」
と
呼
ば
れ
る
六
年
に
一

度
の
諸
報
酬
、
諸
計
画
同
時
改
定
は
「
二
〇
二
五
年
問
題
」
に
対
応
す
る
事
実

上
最
後
の
同
時
改
定
と
な
る
。
注
目
さ
れ
て
い
た
医
療
・
介
護
報
酬
の
一
八
年

改
定
は
関
係
審
議
会
等
で
基
本
方
針
と
報
酬
改
定
率
が
決
定
さ
れ
た
。

　

昨
年
一
二
月
一
一
日
に
「
二
〇
一
八
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
基
本
方
針
」
が
、

同
一
三
日
に
は
「
二
〇
一
八
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
基
本
方
針
」
が
、
社
会
保

障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
及
び
介
護
給
付
費
分
科
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

両
方
針
と
も
、
「
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
適
切
な
医
療
・
介
護
を
安
心
し
て

受
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
」
を
か
か
げ
、
そ
の
た
め
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」
を
基
本

課
題
に
位
置
付
け
て
お
り
、
こ
の
限
り
で
は
私
た
ち
の
主
張
と
一
致
し
て
い
る
。

　

一
二
月
二
一
日
、
政
府
は
両
報
酬
改
定
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
一
八
年
度

診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
、
△
一
・
一
九
％
（
医
師
人
件
費
な
ど
の
診
療
報
酬
本

　

一
八
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
報
告
は
、
二
〇
一
七
年
五
月
に
成
立
し
た
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
」
を
ベ
ー

ス
に
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
「
骨
太
方
針
二
〇
一
五
」
の
「
四
四
項
目
の
改

革
工
程
表
」
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
、
二
〇
回
に
わ
た
る
社
会
保
障
審
議
会
・
介

護
給
付
費
分
科
会
で
の
審
議
を
経
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

【
審
議
報
告
の
基
本
骨
子
と
内
容
抜
粋
】

(

一)

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

　
　

①�　

医
療
系
職
員
配
置
・
医
療
行
為
へ
の
評
価

　
　

②�　

ケ
ア
マ
ネ
事
業
所
の
入
退
院
時
連
携
へ
の
評
価

　
　

③�　

介
護
医
療
院
に
二
類
型
を
創
設

　
　

④�　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
事
業
所
は
、
介
護
保
険
に
お
け
る
「
共

生
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。
そ
の
報
酬

は
、
介
護
報
酬
単
価
と
区
分
し
、
概
ね
障
害
福
祉
制
度
に
お
け
る
報
酬

の
水
準
を
担
保
。

(

二)

　

自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

　
　

①�　

訪
問
・
通
所
介
護
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
評
価
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
生
活
機
能
向
上
加
算
創
設

　
　

②�　

通
所
介
護
に
お
け
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
維
持
ま
た
は
改
善
の
度
合
い
が
一
定

水
準
を
超
え
た
場
合
は
新
た
な
評
価

　
　

③�　

訪
問
介
護
の
身
体
介
護
と
し
て
行
わ
れ
る
「
自
立
生
活
支
援
の
た
め

の
見
守
り
的
援
助
」
（
老
計
第
一
〇
号
の
訪
問
介
護
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
行
為
ご
と
の
区
分
規
定
）
を
明
確
化
す
る
。

　
　

④�　

訪
問
介
護
の
身
体
介
護
と
生
活
援
助
の
報
酬
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

　
　

⑤�　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
生
活
援
助
中
心
型
の
訪
問
介
護
を
通
常
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
よ
り
か
け
離
れ
た
回
数
を
位
置
付
け
る
場
合
は
、
市
町
村
に

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
届
け
出
る
。
市
町
村
は
届
け
ら
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
地

域
ケ
ア
会
議
で
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
是
正
を
促

す
。

(

三)

　

多
様
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上

　
　

①�　

生
活
援
助
中
心
型
の
担
い
手
を
拡
大
す
る
た
め
、
身
体
介
護
は
介
護

福
祉
士
等
が
中
心
に
担
う
。
生
活
援
助
中
心
型
は
、
現
在
の
訪
問
介
護

員
の
要
件
で
あ
る
一
三
〇
時
間
以
上
の
研
修
は
求
め
ず
、
新
た
に
生
活

援
助
中
心
型
の
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
知
識
等
に
対
応
し
た
新
た
な
研
修

過
程
を
創
設
し
、
研
修
修
了
者
が
担
う
こ
と
と
す
る
。

　
　

②�　

訪
問
介
護
事
業
所
の
訪
問
介
護
員
等
の
配
置
基
準
「
常
勤
換
算
方
法

で
二
・
五
以
上
」
に
、
新
し
い
研
修
修
了
者
も
含
め
る
。

　
　

③�　

生
活
援
助
中
心
型
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
は
、
介
護
福
祉
士
等
が
提
供
す

る
場
合
と
新
研
修
修
了
者
が
提
供
す
る
場
合
と
同
様
と
す
る
。

(

四)
�　

サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
・
重
点
化
を
通
じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能

性
の
確
保

　
　

①　

福
祉
用
具
貸
与
の
価
格
の
上
限
設
定

　
　

②�　

要
支
援
者
と
要
介
護
者
に
対
す
る
訪
問
看
護
の
報
酬
額
に
一
定
の
差

を
設
け
る
。

　
　

③�　

通
所
介
護
等
の
基
本
報
酬
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
区
分
を
現
行
二
時

間
区
分
か
ら
一
時
間
区
分
に
見
直
す
。

　
　

④�　

大
規
模
通
所
介
護
の
基
本
報
酬
を
、
収
支
差
が
大
き
く
サ
ー
ビ
ス
提

供
一
人
当
た
り
の
コ
ス
ト
も
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
直
す
。

　
　

⑤�　

三
時
間
以
上
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
報
酬
を
、
同
規

模
の
通
所
介
護
の
基
本
報
酬
と
の
均
衡
を
考
慮
し
見
直
す
。

　
　

⑥�　

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（
Ⅳ
）
及
び
（
Ⅴ
）
は
、
廃
止
す
る
。

　
　

⑦�　

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
任
用
要
件
の
う
ち
、
初
任
者
研
修
過
程
終

了
者
や
旧
二
級
課
程
修
了
者
は
任
用
要
件
か
ら
廃
止
す
る
。

体
に
つ
い
て
は
＋
〇
・
五
五
％
、
薬
価
等
は
△
一
・
七
四
％
）
、
介
護
報
酬
は

＋
〇
・
五
四
％
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
は
＋
〇
・
四
七
％
の
改
定
率
を

閣
議
決
定
し
た
。
プ
ラ
ス
改
定
は
政
権
に
近
い
業
界
団
体
へ
の
配
慮
な
ど
と
す

る
報
道
も
あ
る
が
、
か
つ
て
の
医
療
崩
壊
を
招
い
た
抑
制
を
繰
り
返
さ
な
か
っ

た
こ
と
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　

一
二
月
二
二
日
、
総
額
九
七
兆
七
一
二
八
億
円
の
一
八
年
度
政
府
予
算
案
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
う
ち
社
会
保
障
関
係
は
三
二
兆
九
七
三
二
億
円
と
な
り
、

概
算
要
求
時
の
六
三
〇
〇
億
円
の
自
然
増
は
「
骨
太
方
針
」
に
よ
り
四
九
九
七

億
円
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
介
護
保
険
制
度
改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
保

険
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
に
つ
い
て
は
、
介
護
財
源
か
ら
の
取
り
崩
し
は

見
送
ら
れ
、
新
た
な
交
付
金
と
し
て
二
〇
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　

政
府
は
一
月
～
二
月
に
か
け
、
個
別
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
額
を
決
定
す
る

予
定
で
あ
り
、
重
点
課
題
に
つ
い
て
は
予
算
編
成
と
併
せ
、
粘
り
強
い
国
会
対

策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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今
後
の
課
題
（
次
期
報
酬
改
定
ま
で
の
検
討
事
項
抜
粋
）

　

①
「
生
活
援
助
中
心
型
」
の
担
い
手
の
拡
大
に
よ
る
、
人
材
確
保
・
サ
ー
ビ

ス
の
質
等
へ
の
影
響
の
検
証
、
②
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況
の
把
握
、
運

営
基
準
や
そ
の
評
価
に
つ
い
て
の
検
討
、
③
事
業
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付

与
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
の
影
響
検
証
、
④
人
員
配
置
基
準
緩
和
の
サ
ー
ビ
ス
の

質
へ
の
影
響
、
処
遇
改
善
加
算
と
実
際
の
賃
金
改
善
効
果
の
把
握
、
他
産
業
と

の
比
較
検
討
、
⑤
介
護
医
療
院
の
療
養
病
床
か
ら
の
転
換
状
況
や
介
護
財
源
へ

の
影
響
の
検
討
、
⑥
医
療
・
介
護
連
携
の
実
施
状
況
把
握
、
認
知
症
施
策
等
の

検
証
・
在
り
方
の
検
討
、
⑦
介
護
サ
ー
ビ
ス
適
正
化
や
重
点
化
の
利
用
者
に
与

え
る
影
響
を
検
討

【
審
議
会
報
告
の
問
題
点
と
課
題
】

一
．
全
体
的
に
は
、
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
・
リ
ハ
ビ
リ
重
視

　

�　

「
誰
で
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が
、
診
療
報
酬
改
定
で
も
基
本
方
針
に
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
で
き
る
限
り
地
域
・
在
宅
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
医
療
・

介
護
連
携
は
必
須
の
要
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
報
告
は
余
り
に
も
、

医
療
系
サ
ー
ビ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
の
評
価
に
傾
斜
し
て
お
り
、
生
活
援
助
サ
ー

ビ
ス
の
軽
視
・
切
り
捨
て
準
備
な
ど
、
在
宅
で
生
活
す
る
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
の
重
要
性
が
全
く
軽
視
さ
れ
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
「
骨
太
二
〇
一
七
」
や
「
改
革
工
程
表
」
の
呪
縛
を
解
き
、
介

護
予
防
・
重
度
化
防
止
の
視
点
か
ら
在
宅
生
活
支
援
施
策
を
拡
充
し
、
訪
問

介
護
の
質
と
専
門
性
を
評
価
す
る
こ
と
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
。

二�

．
訪
問
介
護
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
生
活
援
助
」
の
分
断
・
切
り
捨
て

　

�　

審
議
会
報
告
は
、
「
多
様
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上
」
を
理
由
に
、

訪
問
介
護
は
「
身
体
介
護
」
に
重
点
を
置
く
観
点
か
ら
、
「
身
体
介
護
と
生

活
援
助
に
報
酬
上
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
」
と
明
記
し
、
生
活
援
助
に
つ
い

て
は
新
た
な
「
生
活
援
助
中
心
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
創
設
を
提
言
し
た
。
ま
た

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
は
、
訪
問
介
護
員
の
要
件
で
あ
る
「
一
三
〇
時

間
の
研
修
」
を
緩
和
し
た
「
新
た
な
研
修
課
程
」
を
修
了
し
た
者
と
す
る
こ

と
、
そ
し
て
訪
問
介
護
員
の
配
置
基
準
「
二
・
五
人
以
上
」
の
中
に
、
新
た

に
軽
減
さ
れ
た
研
修
修
了
者
を
含
む
こ
と
と
し
た
。

　

�　

さ
ら
に
、
生
活
援
助
中
心
型
の
介
護
報
酬
は
、
新
研
修
修
了
者
と
介
護
福

祉
士
と
同
様
と
す
る
こ
と
、
な
ど
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

　

�　

ま
た
、
生
活
援
助
の
利
用
回
数
が
、
「
全
国
平
均
的
利
用
回
数
＋
二
標
準

偏
差
」
を
超
え
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
市
町
村
に
届
け
出
て
、
地
域
ケ
ア
会
議

で
検
証
（
チ
ェ
ッ
ク
）
す
る
（
正
式
基
準
は
一
八
年
四
月
提
示
、
一
八
年
一

〇
月
実
施
予
定
）
と
し
て
い
る
。

　

�　

こ
う
し
た
一
連
の
「
生
活
援
助
」
の
見
直
し
は
、
明
ら
か
に
「
骨
太
方

針
」
の
生
活
援
助
給
付
抑
制
要
求
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
訪
問
介

護
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
「
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
」
に
向
け
た
専
門

的
実
践
を
軽
視
し
、
介
護
の
質
の
向
上
に
背
を
向
け
る
も
の
で
あ
る
。

三
．
危
惧
さ
れ
る
、
市
区
町
村
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

　

�　

法
改
定
に
よ
り
、
保
険
者
機
能
を
発
揮
し
て
重
度
化
を
防
止
し
た
場
合
な

ど
に
国
か
ら
財
政
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
新
制
度
が
作
ら
れ
た
。

財
務
省
は
介
護
保
険
財
政
の
中
の
調
整
交
付
金
を
充
て
る
こ
と
も
求
め
て
い

た
が
、
最
終
的
に
は
介
護
保
険
財
源
と
は
別
の
「
新
た
な
交
付
金
（
二
〇
〇

億
円
）
」
が
創
設
さ
れ
た
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
評
価
指
標
が
問
わ
れ
る
た

め
、
厚
労
省
は
介
護
保
険
部
会
で
市
町
村
向
け
、
都
道
府
県
向
け
、
個
別
事

業
向
け
の
指
標
案
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
過
去
に
あ
っ
た
よ
う
に
財
政

が
苦
し
い
保
険
者
が
交
付
金
確
保
を
目
的
に
、
要
介
護
認
定
や
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
抑
制
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
に
走
る
こ
と
が
深
く
危
惧
さ
れ
る
。

　

一
般
会
計
社
会
保
障
予
算
の
中
で
医
療
関
係
予
算
は
三
五
％
以
上
を
占
め
て

お
り
、
安
倍
政
権
に
お
け
る
社
会
保
障
経
費
抑
制
の
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

な
っ
て
き
た
。
政
府
は
「
骨
太
二
〇
一
七
」
及
び
「
経
済
財
政
再
生
計
画
改
革

工
程
表
」
、
「
財
政
審
建
議
」
な
ど
で
、
執
拗
に
医
療
提
供
体
制
の
見
直
し
、
患

者
負
担
の
拡
大
、
診
療
報
酬
の
削
減
等
を
求
め
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
一
八
年

度
は
一
三
〇
〇
億
円
以
上
の
社
会
保
障
予
算
の
抑
制
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
介

護
報
酬
と
診
療
報
酬
の
改
定
に
際
し
大
幅
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

一
八
年
度
の
「
診
療
報
酬
改
定
の
基
本
方
針
」
は
こ
う
し
た
厳
し
い
削
減
圧

力
を
受
け
つ
つ
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
・
医
療
部
会
及
び
中
央
社

会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
で
審
議
を
重
ね
、
一
二
月
一
一
日
及
び
一
五

日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

二
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
診
療
報
酬
の
改
定
率
は
、
薬
価
に
つ
い
て
大
幅

な
見
直
し
・
引
き
下
げ
と
な
っ
た
が
、
診
療
報
酬
本
体
に
つ
い
て
は
、
平
均
で

〇
・
五
五
％
の
引
上
げ
と
な
っ
た
。

　

医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
改
定
と
同
時
に
、
医
療
提
供
体
制

の
見
直
し
に
よ
る
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
都
道
府
県
の
「
第
七
次
地
域
医

療
計
画
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
次
の
一
八
年
度
診
療
報
酬
改
定
と

第
七
次
地
域
医
療
計
画
は
、
介
護
保
険
の
諸
計
画
と
併
せ
「
二
〇
二
五
年
問

題
」
へ
の
対
応
を
視
野
に
入
れ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
方
向

性
と
、
「
持
続
可
能
・
効
率
化
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
経
費
削
減
の
方

向
性
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中
で
具
体
化
さ
れ
る
。

【
診
療
報
酬
改
定
の
基
本
方
針
の
概
要
】

一
．
改
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
認
識

　
　

・
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
見
据
え
た
社
会
の
実
現

　
　

・�

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
適
切
な
医
療
・
介
護
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

社
会
の
実
現
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）

　
　

・�

制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保
と
医
療
・
介
護
現
場
の
新
た
な

働
き
方
の
推
進

二
．
改
定
の
基
本
視
点
と
具
体
的
方
策

　

(

一)
�　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
・
連

携
の
推
進

　

(

二)
�　

新
し
い
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
、
安
心
・
安
全
で
納
得
で
き
る
質
の

高
い
医
療
の
実
現

　

(

三)

　

医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
、
働
き
方
改
革
の
推
進

　

(

四)
�　

効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
向
上

三
．
将
来
を
見
据
え
た
課
題

　

・�

二
〇
二
五
年
、
二
〇
四
〇
年
の
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
を
見
据
え
た
医
療

提
供
体
制
と
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
の
構
築
。

　

・�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
質
の
高
い
在
宅
医
療
・
訪

問
看
護
の
普
及
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
医
療
連
携
や
医
薬
連
携
の
検
討
。

　

・�

予
防
・
健
康
づ
く
り
や
セ
ル
フ
ケ
ア
等
の
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
医
療

関
係
者
、
保
険
者
、
地
方
公
共
団
体
、
企
業
な
ど
関
係
団
体
、
国
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
。

【
改
革
工
程
表
の
指
摘
事
項
へ
の
社
保
審
意
見
と
取
り
扱
い
】

一�

．
先
発
医
薬
品
価
格
の
う
ち
後
発
医
薬
品
に
係
る
保
険
給
付
額
を
超
え
る
部

分
の
負
担
の
あ
り
方⇒

先
発
医
薬
品
（
長
期
収
載
品
）
の
薬
価
を
段
階
的
に

引
き
下
げ
る
。

二�

．
病
院
の
外
来
受
診
時
の
定
額
負
担⇒

選
定
療
養
に
よ
る
定
額
負
担
の
対
象
範

囲
を
拡
大
す
る
方
向
で
、
診
療
報
酬
改
定
時
ま
で
に
具
体
の
基
準
を
検
討
す
る
。

三�

．
高
齢
者
医
療
確
保
法
第
一
四
条
の
診
療
報
酬
の
特
例
の
活
用
方
策⇒

関
係
審

議
会
で
検
討
を
行
い
、
今
年
度
中
に
運
用
の
考
え
方
を
都
道
府
県
に
周
知
す
る
。

【
改
革
工
程
表
上
で
二
〇
一
八
年
度
中
結
論
と
さ
れ
て
い
る
検
討
項
目
】

　

①
か
か
り
つ
け
医
普
及
の
方
策
と
外
来
時
定
額
負
担
の
在
り
方
、
②
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
の
在
り
方
、
③
薬
剤
の
自
己
負
担
の
在
り
方
、
④
金
融
資
産

等
の
保
有
状
況
を
考
慮
に
入
れ
た
負
担
の
在
り
方


